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中華人民共和国刑法改正法（一一）　

中
華
人
民
共
和
国
刑
法
改
正
法
（
一
一
）

─
─
刑
法
修
正
案
（
十
一
）

坂
口
　
一
成
／ 

訳

訳
者
ま
え
が
き

　

中
華
人
民
共
和
国
刑
法
（
一
九
七
九
年
七
月
一
日
全
国
人
民
代
表
大
会
（
以
下
「
全
人
大
」
と
略
）
採
択
、
一
九
九
七
年
三
月
一
四

日
同
全
面
改
正
、
同
日
公
布
、
同
年
一
〇
月
一
日
施
行
。
以
下
「
現
行
刑
法
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
改
正
前
の
も
の
を
「
旧
刑
法
」
と
呼

ぶ
）
が
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
六
日
に
全
人
大
常
務
委
員
会
（
以
下
「
全
人
大
常
委
会
」
と
略
）
で
採
択
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和

国
刑
法
改
正
法
［
修
正
案
］（
一
一
）」
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
（
同
日
公
布
、
二
〇
二
一
年
三
月
一
日
施
行
。
な
お
［　

］
は
中
国
語
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
）。
現
行
刑
法
施
行
後
、
一
三
度
目
の
改
正
と
な
る
。
今
次
の
改
正
に
お
い
て
は
、
刑
法
四
九
〇
ヶ
条

の
う
ち
三
三
ヶ
条
が
改
正
さ
れ
た
上
で
、
一
四
ヶ
条
が
新
設
さ
れ
た
。
比
較
的
大
き
な
改
正
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
訳
出
し
た
上

で
、
理
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
新
旧
対
照
表
に
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。
底
本
は
『
中
華
人
民
共
和
国
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委

員
会
公
報
』
誌
を
用
い
た
。

　

訳
出
に
先
立
ち
、
以
下
で
あ
ら
か
じ
め
対
照
表
・
訳
し
方
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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翻　　　訳
（
一
）
対
照
表

　

本
表
の
上
段
の
「
条
」
は
、
改
正
法
の
条
数
を
指
す
。
改
正
法
は
計
四
八
ヶ
条
で
あ
る
が
、
四
八
条
は
施
行
日
を
定
め
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
本
表
に
は
入
れ
て
い
な
い
。

　

条
が
複
数
の
項
か
ら
な
る
と
き
は
、
各
項
の
冒
頭
に
項
数
を
示
す
丸
数
字
を
付
け
加
え
た
。
号
数
を
示
す
「（
一
）」
等
は
原
文
に
あ

る
（
な
お
原
文
は
横
書
き
で
あ
る
）。

　
【　

】
内
は
罪
名
で
あ
る
（
丸
数
字
は
項
数
）。
罪
名
は
法
律
に
は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
高
人
民
法
院
ま
た
は
最
高
人
民
検
察
院

が
司
法
解
釈
に
よ
り
定
め
て
い
る
。
現
行
刑
法
下
に
お
い
て
は
、
最
初
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
に
定
め
た
（
最
高
人
民
法
院
「『
中
華
人
民

共
和
国
刑
法
』
の
執
行
に
お
け
る
罪
名
の
確
定
に
関
す
る
規
定
」（
一
九
九
七
年
一
二
月
九
日
採
択
、
同
月
一
六
日
公
布
・
施
行
）、
最

高
人
民
検
察
院
「
刑
法
各
則
に
規
定
す
る
犯
罪
の
罪
名
の
適
用
に
関
す
る
意
見
」（
一
九
九
七
年
一
二
月
二
五
日
））。
も
っ
と
も
、
両

者
に
不
一
致
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
高
人
民
法
院
・
最
高
人
民
検
察
院
「『
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
』
の
執
行
に
お
け
る
罪
名
の
確

定
に
関
す
る
補
充
規
定
」（
採
択
日
不
明
、
二
〇
〇
二
年
三
月
一
五
日
公
布
、
同
月
二
六
日
施
行
）
以
降
は
、
連
名
で
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
補
充
規
定
は
次
に
出
さ
れ
た
同
（
二
）
か
ら
は
順
に
番
号
が
付
さ
れ
、
最
新
の
も
の
は
同
（
七
）（
二
〇
二
一
年
二
月
二

二
日
最
高
法
・
同
月
二
六
日
最
高
検
採
択
、
同
月
二
六
日
公
布
、
同
年
三
月
一
日
施
行
）
で
あ
り
、
改
正
法
（
一
〇
）
お
よ
び
（
一

一
）
を
対
象
と
す
る
。

　

改
正
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
な
お
、
こ
れ
は
原
文
に
準
拠
し
、
か
つ
あ
る
程
度
意
味
の
あ
る
ま
と
ま
り
を
単
位
と
し
て
付
す
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
項
数
を
示
す
丸
数
字
も
そ
の
対
象
と
し
た
。〔　

〕
は
訳
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。
改
正
法
が
条
文
の
一
部
の
項

だ
け
を
対
象
と
す
る
場
合
、
対
象
外
の
項
は
省
略
し
、
そ
の
旨
を
示
し
た
。
項
・
号
の
「
新
設
」
は
、
改
正
前
の
条
文
か
ら
分
離
独
立

さ
れ
た
場
合
で
も
、
形
式
的
に
判
断
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
改
正
等
が
な
さ
れ
た
条
文
に
つ
い
て
は
、「
改
正
前
」
の
末
尾
に
そ
の
旨
を

（
5
）
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中華人民共和国刑法改正法（一一）　

示
し
た
。

（
二
）
訳
し
方

　

訳
語
の
選
定
に
際
し
て
は
、
既
存
の
翻
訳
の
ほ
か
、
主
に
郎
勝
主
編
『
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
釈
義
（
第
六
版
）』（
法
律
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）、
許
永
安
主
編
『
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
修
正
案
（
十
一
）
解
読
』（
中
国
法
制
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
し
た
。

な
お
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
訳
者
が
用
い
て
き
た
訳
語
の
見
直
し
も
行
っ
た
。

　
［
。
：；

］
は
「
。
」
と
、［
，
］
は
「
、
」
と
し
た
。［
、
］
は
法
令
上
一
般
に
並
列
関
係
を
示
す
。
解
釈
の
余
地
が
あ
る
た
め
原

則
と
し
て
「
・
」
と
し
た
。
た
だ
し
、［
甲
、
乙
或
者
丙
］
等
の
形
に
お
い
て
、
一
段
階
の
並
列
関
係
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
考
え
ら

れ
る
と
き
は
「
、
」
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
、
」
お
よ
び
「
・
」
に
つ
い
て
は
原
文
に
対
応
す
る
符
号
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

理
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
入
れ
た
。
後
者
は
語
句
が
接
続
詞
等
を
介
さ
ず
連
続
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
ま
ま

で
は
分
か
り
に
く
い
と
思
わ
れ
る
と
き
に
限
り
用
い
た
（
刑
法
一
七
六
条
三
項
、
四
〇
八
条
の
一
第
一
項
三
号
参
照
）。

　

個
別
の
訳
語
等
に
つ
い
て
次
の
六
点
を
補
足
し
て
お
く
（
以
下
の
条
数
は
特
に
注
記
の
な
い
限
り
、
今
次
の
改
正
前
後
に
共
通
す
る

刑
法
の
そ
れ
を
指
す
）。
①
「
販
売
」
の
原
語
に
は
［
販
売
］
と
［
銷
售
］
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
は
一
七
条
二
項
だ
け
で
あ
り
、
他

は
い
ず
れ
も
後
者
で
あ
る
。
②
［
追
訴
］（
改
正
後
刑
法
一
七
条
三
項
）
は
広
く
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
活
動
（
起
訴
の
み
な
ら
ず
捜

査
等
を
も
含
む
）
を
指
す
こ
と
か
ら
、「
刑
事
責
任
追
及
」
と
訳
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
と
は
別
に
［
追
究
刑
事
責
任
］
と
い
う
表

現
も
あ
る
（
同
条
四
項
）。
③
［
票
拠
］（
一
七
五
条
の
一
、
一
九
一
条
一
項
二
号
）
は
［
票
拠
］
法
二
条
二
項
に
よ
れ
ば
、「
為
替
手

形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
」
を
意
味
す
る
。「
手
形
・
小
切
手
」
な
ど
と
訳
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
手
形
」
は

小
切
手
を
含
む
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
本
訳
は
こ
の
意
味
で
「
手
形
」
と
訳
し
た
。
な
お
一
九
一
条

一
項
二
号
の
「
金
融
手
形
」［
金
融
票
拠
］
に
つ
い
て
、
刑
法
所
定
の
そ
れ
は
「
一
般
に
特
に
為
替
手
形
・
約
束
手
形
・
小
切
手
と
い

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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翻　　　訳

う
三
種
類
の
銀
行
手
形
を
指
す
」
と
さ
れ
る
。
④
［
機
構
］
は
原
則
と
し
て
「
機
構
」
と
訳
し
た
が
、［
金
融
機
構
］（
一
七
五
条
の

一
）
に
つ
い
て
は
─
─
［
機
関
］
も
あ
る
（
例
え
ば
三
〇
条
）
が
─
─
日
本
語
の
慣
用
に
よ
り
「
金
融
機
関
」
と
訳
し
た
。
⑤
四
五
〇

条
に
は
「
将
校
」
が
二
回
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
原
語
は
異
な
り
、
順
に
［
軍
官
］、［
警
官
］
で
あ
る
。
⑥
度
々
登
場
す
る
［
単
位
］

は
訳
し
が
た
い
た
め
原
語
の
ま
ま
表
記
し
た
。
な
お
、
三
〇
条
は
［
単
位
犯
罪
］
の
具
体
的
主
体
に
つ
い
て
「
会
社
・
企
業
・
非
営
利

事
業
［
単
位
］・
機
関
・
団
体
」
を
定
め
る
。
特
に
以
上
に
つ
い
て
の
適
訳
の
探
究
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

改
正
法
は
最
初
の
も
の
を
除
き
、
二
番
目
の
も
の
（
同
（
二
））
か
ら
順
に
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、
本
改
正
法
が
一
一
番
目
の
も
の
と

な
る
。
同
（
一
〇
）
ま
で
の
採
択
お
よ
び
公
布
の
日
（
施
行
日
）
は
順
に
①
一
九
九
九
年
一
二
月
二
五
日
（
同
日
）、
②
二
〇
〇
一
年
八
月
三

一
日
（
同
日
）、
③
二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
九
日
（
同
日
）、
④
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
八
日
（
同
日
）、
⑤
二
〇
〇
五
年
二
月
二
八
日
（
同
日
）、

⑥
二
〇
〇
六
年
六
月
二
九
日
（
同
日
）、
⑦
二
〇
〇
九
年
二
月
二
八
日
（
同
日
）、
⑧
二
〇
一
一
年
二
月
二
五
日
（
同
年
五
月
一
日
）、
⑨
二
〇

一
五
年
八
月
二
九
日
（
同
年
一
一
月
一
日
）、
⑩
二
〇
一
七
年
一
一
月
四
日
（
同
日
）
で
あ
る
（
丸
数
字
は
、
①
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
除
き
、
改
正
法
の
番
号
を
指
す
）。
こ
の
ほ
か
、「
外
貨
の
詐
欺
的
購
入
、
外
貨
不
法
流
出
お
よ
び
外
貨
不
法
売
買
の
犯
罪
の
処
罰

に
関
す
る
決
定
」（
一
九
九
八
年
一
二
月
二
九
日
採
択
、
同
日
公
布
・
施
行
）
お
よ
び
「
一
部
の
法
律
を
改
正
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
」（
二

〇
〇
九
年
八
月
二
七
日
採
択
、
同
日
公
布
・
施
行
）
が
あ
る
。
以
上
は
い
ず
れ
も
全
人
大
常
委
会
が
採
択
し
た
。

郎
勝
「
我
国
刑
法
的
新
発
展
」
中
国
法
学
二
〇
一
七
年
五
期
二
四
頁
参
照
。
な
お
、
こ
れ
に
は
上
記
一
九
九
八
年
の
決
定
一
条
（
外
貨
詐

欺
的
購
入
罪
を
創
設
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

改
正
法
は
「
一
、
刑
法
第
一
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
…
…
」
と
い
う
形
式
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
「
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
修
正
案
（
十
一
）」
同
誌
二
〇
二
一
年
一
期
な
ら
び
に
「
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
」
同
誌
一
九
九

七
年
二
期
、「
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
修
正
案
（
三
）」
同
誌
二
〇
〇
二
年
一
期
、「
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
修
正
案
（
六
）」
同
誌
二
〇
〇
六
年

六
期
、「
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
修
正
案
（
八
）」
同
誌
二
〇
一
一
年
二
期
お
よ
び
「
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
修
正
案
（
九
）」
同
誌
二
〇
一
五

年
五
期
で
あ
る
。

楊
新
京
「
析
〝
両
高
〟《
関
于
執
行
〈
中
華
人
民
共
和
国
〉
刑
法
確
定
罪
名
的
補
充
規
定
》」
人
民
検
察
二
〇
〇
二
年
一
二
期
三
一
頁
参
照
。

（
10
）

（
11
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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中華人民共和国刑法改正法（一一）　

現
行
刑
法
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
（
二
）
施
行
時
点
の
も
の
と
し
て
野
村
稔
・
張
凌
『
注
解
・
中
華
人
民
共
和
国
新
刑
法
』（
早

稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
が
、
ま
た
改
正
法
（
八
）
ま
で
の
改
正
の
経
過
を
含
め
た
も
の
と
し
て
、
甲
斐
克
則
・
劉
建
利
編

訳
『
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
旧
刑
法
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
平
野
龍
一
・
浅
井
敦
編
『
中
国

の
刑
法
と
刑
事
訴
訟
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
所
収
の
浅
井
・
近
田
尚
已
訳
、
中
国
研
究
所
編
『
中
国
基
本
法
令
集
』（
日
本

評
論
社
、
一
九
八
八
年
）
所
収
の
國
谷
知
史
・
田
中
信
行
訳
、
宮
坂
宏
編
訳
『
増
補
改
訂 

現
代
中
国
法
令
集
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
一
九
九

七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
現
行
刑
法
の
英
訳
と
し
て
中
国
法
制
出
版
社
編
『
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
：
漢
英
対
照
』（
中
国
法
制
出

版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。

両
者
の
主
な
違
い
と
し
て
は
、［
販
売
］
に
は
販
売
目
的
の
買
受
け
が
含
ま
れ
得
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
販
売
目

的
の
買
受
行
為
そ
れ
自
体
を
［
販
売
］
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
起
草
当
局
は
薬
物
［
販
売
］
罪
（
三
四

七
条
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
積
極
に
解
す
る
（
郎
勝
主
編
・
前
掲
書
六
〇
七
頁
参
照
）。
実
務
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
（
張
明
楷
「
簡
評
近
年

来
的
刑
事
司
法
解
釈
」
清
華
法
学
八
巻
一
期
（
二
〇
一
四
年
）
二
三
頁
、
李
立
衆
「
販
売
毒
品
罪
中
〝
買
入
毒
品
即
既
遂
説
〟
之
反
思
」
華
東

政
法
大
学
学
報
二
〇
二
〇
年
一
期
二
七
～
二
九
頁
参
照
。
な
お
両
著
者
は
消
極
説
に
立
つ
。
張
・
同
上
二
三
～
二
四
頁
、
李
・
同
上
二
九
頁
以

下
参
照
）。
し
た
が
っ
て
一
七
条
二
項
の
そ
れ
も
同
様
に
解
さ
れ
る
も
の
と
目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
売
買
に
関
す
る
刑
法
上
の
用
語
の

整
理
に
つ
い
て
は
陳
興
良
「
相
似
与
区
別
：
刑
法
用
語
的
解
釈
学
分
析
」
法
学
二
〇
〇
〇
年
五
期
参
照
。

例
え
ば
郎
勝
主
編
・
前
掲
書
九
九
頁
参
照
。

高
橋
和
之
ほ
か
編
集
代
表
『
有
斐
閣　

法
律
学
小
辞
典
（
第
五
版
・
Ｃ
Ｄ
版
）』（
ロ
ゴ
ヴ
ィ
ス
タ
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

郎
勝
主
編
・
前
掲
書
三
〇
二
頁
、
許
永
安
主
編
・
前
掲
書
一
三
五
頁
。

［
単
位
］
概
念
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
伹
見
亮
「
中
国
刑
法
に
お
け
る
「
単
位
」
概
念
の
限
定
化
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
九
七

号
（
二
〇
〇
一
年
）、
小
口
彦
太
・
田
中
信
行
『
現
代
中
国
法
（
第
二
版
）』（
成
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
六
～
一
三
八
頁
参
照
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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刑
法
改
正
法
（
一
一
）
新
旧
対
照
表

条

改
正
後

改
正
前

一

第
一
七
条
①　

満
一
六
歳
以
上
の
者
が
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
刑
事
責
任
を
負

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
七
条
①
〔
同
上
〕　

②　

満
一
四
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
者
が
、
故
意
殺
人
・
故
意
傷
害
致
重
傷
ま

た
は
致
死
・
強
姦
・
強
盗
・
薬
物
販
売
・
放
火
・
爆
破
・
危
険
物
質
投
入
の

罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
刑
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②　

満
一
四
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
者
が
、
故
意
殺
人
・
故
意
傷
害
致
重
傷
ま

た
は
致
死
・
強
姦
・
強
盗
・
薬
物
販
売
・
放
火
・
爆
破
・
毒
物
投
入
の
罪
を

犯
し
た
と
き
は
、
刑
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
〔
新
設
〕

③　

満
一
二
歳
以
上
一
四
歳
未
満
の
者
が
、
故
意
殺
人
・
故
意
傷
害
の
罪
を
犯

し
、
よ
っ
て
人
を
死
に
至
ら
せ
、
ま
た
は
特
に
残
忍
な
手
段
に
よ
り
人
に
重

傷
を
負
わ
せ
て
重
大
な
障
害
を
惹
起
し
、
情
状
が
悪
質
で
あ
り
、
最
高
人
民

検
察
院
が
刑
事
責
任
追
及
を
許
可
し
た
と
き
は
、
刑
事
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

④　

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
一
八
歳
未
満
の
者
に
つ
い

て
は
、
処
罰
を
よ
り
軽
く
し
、
ま
た
は
減
軽
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③　

満
一
四
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
者
が
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
処
罰
を
よ
り

軽
く
し
、
ま
た
は
減
軽
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤　

一
六
歳
未
満
で
あ
る
た
め
に
刑
事
処
罰
を
科
さ
な
い
場
合
は
、
そ
の
父
母

ま
た
は
そ
の
他
の
監
護
人
に
管
理
教
育
を
命
じ
る
。
必
要
な
と
き
は
、
法
に

よ
り
特
別
矯
正
教
育
を
行
う
。

④　

一
六
歳
未
満
で
あ
る
た
め
に
刑
事
処
罰
を
科
さ
な
い
場
合
は
、
そ
の
者
の

家
長
ま
た
は
監
護
人
に
管
理
教
育
を
命
じ
る
。
必
要
な
と
き
は
、
政
府
が
収

容
し
て
教
養
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

二

 

【
安
全
運
転
妨
害
罪
】

第
一
三
三
条
の
二
①　

走
行
中
の
公
共
交
通
手
段
の
運
転
者
に
対
し
て
暴
力
を

用
い
、
ま
た
は
運
転
者
か
ら
運
転
操
縦
装
置
を
奪
い
取
り
、
公
共
交
通
手
段

の
正
常
な
走
行
を
妨
害
し
、
公
共
の
安
全
に
危
険
を
及
ぼ
し
た
者
は
、
一
年

以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管
制
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は

単
科
す
る
。

②　

前
項
に
規
定
す
る
運
転
者
が
走
行
し
て
い
る
公
共
交
通
手
段
に
お
い
て
濫

り
に
持
ち
場
か
ら
離
れ
、
他
人
と
殴
り
合
い
、
ま
た
は
他
人
を
殴
打
し
、
公

共
の
安
全
に
危
険
を
及
ぼ
し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

③　

前
二
項
の
行
為
が
あ
り
、
同
時
に
そ
の
他
の
犯
罪
を
構
成
す
る
と
き
は
、

処
罰
が
よ
り
重
い
規
定
に
よ
り
罪
責
を
認
定
し
て
処
罰
す
る
。

　
〔
新
設
〕
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三

【
②
反
則
危
険
作
業
強
制
的
命
令
・
組
織
罪
】

第
一
三
四
条
①
〔
対
象
外
〕

②　

他
人
に
強
制
的
に
命
令
し
て
規
則
に
違
反
し
て
危
険
を
冒
し
て
作
業
さ

せ
、
ま
た
は
重
大
事
故
の
潜
在
的
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら

排
除
せ
ず
、
な
お
危
険
を
冒
し
て
組
織
し
て
作
業
さ
せ
、
そ
の
た
め
に
重
大

死
傷
事
故
が
生
じ
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
た
者
は
、
五

年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。
情
状
が
特
に
悪
質
で
あ
る
と

き
は
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

【
②
反
則
危
険
作
業
強
制
的
命
令
罪
】

第
一
三
四
条
①
〔
対
象
外
〕

②　

他
人
に
強
制
的
に
命
令
し
て
規
則
に
違
反
し
て
危
険
を
冒
し
て
作
業
さ

せ
、
そ
の
た
め
に
重
大
死
傷
事
故
が
生
じ
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
大
な
結
果

を
惹
起
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。
情
状

が
特
に
悪
質
で
あ
る
と
き
は
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

〔
二
〇
〇
六
年
・
改
正
法
（
六
）
に
よ
り
本
条
改
正
〕

四

 

【
危
険
作
業
罪
】

第
一
三
四
条
の
一　

生
産
・
作
業
中
に
安
全
管
理
に
関
す
る
規
定
に
違
反
し
、

次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
重
大
死
傷
事
故
ま
た
は
そ
の
他
の

重
大
な
結
果
が
生
じ
る
現
実
的
危
険
が
あ
る
者
は
、
一
年
以
下
の
有
期
懲

役
、
拘
役
ま
た
は
管
制
に
処
す
る
。

 

（
一
）
生
産
の
安
全
に
直
接
関
わ
る
監
視
制
御
・
通
報
・
防
護
・
救
命
設

備
・
施
設
を
閉
鎖
し
・
破
壊
し
、
ま
た
は
そ
の
関
係
デ
ー
タ
・
情
報
を
改

ざ
ん
し
・
隠
匿
し
・
破
棄
し
た
と
き
。

 

（
二
）
重
大
事
故
の
潜
在
的
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
た
め
に
法
に
よ
り
生
産
営

業
停
止
・
施
工
停
止
・
関
係
設
備
・
施
設
・
場
所
の
使
用
停
止
ま
た
は
危
険

排
除
の
是
正
措
置
の
即
時
実
行
を
命
じ
ら
れ
た
が
、執
行
を
拒
ん
だ
と
き
。

 

（
三
）
安
全
生
産
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
法
に
よ
る
承
認
ま
た
は
許
可
を

経
ず
、
無
断
で
鉱
山
の
採
掘
・
金
属
の
製
錬
・
建
築
施
工
、
お
よ
び
危
険

物
の
生
産
・
経
営
・
保
管
等
の
高
度
に
危
険
な
生
産
作
業
活
動
に
従
事
し

た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

【
偽
造
薬
品
生
産
・
販
売
・
提
供
罪
】

第
一
四
一
条
①　

偽
造
薬
品
を
生
産
し
・
販
売
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期

懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
人
体
の
健
康
に
重
大
な
危

害
を
惹
起
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
一

〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
よ
っ
て
人
を
死
に
至

【
偽
造
薬
品
生
産
・
販
売
罪
】

第
一
四
一
条
①
〔
同
上
〕
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五

ら
せ
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
一
〇
年
以
上
の

有
期
懲
役
、
無
期
懲
役
ま
た
は
死
刑
に
処
し
、
罰
金
ま
た
は
財
産
没
収
を
併

科
す
る
。

②　

薬
品
使
用
単
位
の
人
員
が
偽
造
薬
品
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
他
人
に

提
供
し
て
使
用
さ
せ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

②　

本
条
に
い
う
偽
造
薬
品
と
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
薬
品
管
理
法
」
の
規

定
に
よ
り
偽
造
薬
品
に
属
し
、
お
よ
び
偽
造
薬
品
と
し
て
処
理
す
る
薬
品
・

非
薬
品
を
指
す
。

（
二
〇
一
一
年
・
改
正
法
（
八
）
に
よ
り
一
項
改
正
）

六

【
粗
悪
薬
品
生
産
・
販
売
・
提
供
罪
】

第
一
四
二
条
①　

粗
悪
薬
品
を
生
産
し
・
販
売
し
、
人
体
の
健
康
に
重
大
な
危

害
を
惹
起
し
た
者
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金

を
併
科
す
る
。
結
果
が
特
に
重
大
で
あ
る
と
き
は
、
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲

役
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
ま
た
は
財
産
没
収
を
併
科
す
る
。

【
粗
悪
薬
品
生
産
・
販
売
罪
】

第
一
四
二
条
①　

粗
悪
薬
品
を
生
産
し
・
販
売
し
、
人
体
の
健
康
に
重
大
な
危

害
を
惹
起
し
た
者
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
販
売

金
額
の
五
〇
％
以
上
二
倍
以
下
の
罰
金
を
併
科
す
る
。
結
果
が
特
に
重
大
で

あ
る
と
き
は
、
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲
役
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
し
、
販
売

金
額
の
五
〇
％
以
上
二
倍
以
下
の
罰
金
ま
た
は
財
産
没
収
を
併
科
す
る
。

②　

薬
品
使
用
単
位
の
人
員
が
粗
悪
薬
品
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
他
人
に

提
供
し
て
使
用
さ
せ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

②　

本
条
に
い
う
粗
悪
薬
品
と
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
薬
品
管
理
法
」
の
規

定
に
よ
り
粗
悪
薬
品
に
属
す
る
薬
品
を
指
す
。

七

 

【
薬
品
管
理
妨
害
罪
】

第
一
四
二
条
の
一
①　

薬
品
管
理
法
規
に
違
反
し
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず

れ
か
が
あ
り
、
人
体
の
健
康
に
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
に
足
る
者
は
、
三
年

以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す

る
。
人
体
の
健
康
に
重
大
な
危
害
を
惹
起
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状

が
あ
る
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す

る
。

 

（
一
）
国
務
院
薬
品
監
督
管
理
部
門
が
使
用
を
禁
止
す
る
薬
品
を
生
産
し
・

販
売
し
た
と
き
。

 

（
二
）
薬
品
関
連
の
承
認
証
明
文
書
を
取
得
せ
ず
に
薬
品
を
生
産
し
・
輸
入

し
、
ま
た
は
上
述
の
薬
品
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
販
売
し
た
と
き
。

 

（
三
）
薬
品
の
登
録
申
請
に
お
い
て
虚
偽
の
証
明
書
・
デ
ー
タ
・
資
料
・
見

本
を
提
供
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
欺
く
手
段
を
用
い
た
と
き
。

 

（
四
）
生
産
・
検
査
記
録
を
捏
造
し
た
と
き
。

　
〔
新
設
〕
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②　

前
項
の
行
為
が
あ
り
、
同
時
に
本
法
第
一
四
一
条
・
第
一
四
二
条
に
規
定

す
る
罪
ま
た
は
そ
の
他
の
犯
罪
を
も
構
成
す
る
と
き
は
、
処
罰
が
よ
り
重
い

規
定
に
よ
り
罪
責
を
認
定
し
て
処
罰
す
る
。

八

【
証
券
詐
偽
的
発
行
罪
】

第
一
六
〇
条
①　

株
式
募
集
説
明
書
・
株
式
申
込
書
・
会
社
・
企
業
債
権
募
集

規
則
等
の
発
行
文
書
に
お
い
て
重
要
な
事
実
を
隠
匿
し
、
ま
た
は
重
大
な
虚

偽
の
内
容
を
捏
造
し
、
株
式
も
し
く
は
会
社
・
企
業
債
権
・
預
託
証
券
ま
た

は
国
務
院
が
法
に
よ
り
認
定
し
た
そ
の
他
の
証
券
を
発
行
し
、
数
額
が
巨
大

で
あ
り
、
結
果
が
重
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
者

は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た

は
単
科
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大
で
あ
り
、
結
果
が
特
に
重
大
で
あ
り
、
ま

た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処

し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

【
株
式
・
債
権
詐
偽
的
発
行
罪
】

第
一
六
〇
条
①　

株
式
募
集
説
明
書
・
株
式
申
込
書
・
会
社
・
企
業
債
権
募
集

規
則
に
お
い
て
重
要
な
事
実
を
隠
匿
し
、
ま
た
は
重
大
な
虚
偽
の
内
容
を
捏

造
し
、
株
式
ま
た
は
会
社
・
企
業
債
権
を
発
行
し
、
数
額
が
巨
大
で
あ
り
、

結
果
が
重
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
五
年
以

下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
不
法
に
募
集
し
た
資
金
の
金
額
の

一
％
以
上
五
％
以
下
の
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。

②　

支
配
株
主
・
実
質
的
支
配
者
が
組
織
し
・
指
示
し
て
前
項
の
行
為
を
実
行

さ
せ
た
と
き
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
不
法
に
募

集
し
た
資
金
の
金
額
の
二
〇
％
以
上
一
倍
以
下
の
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は

単
科
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大
で
あ
り
、
結
果
が
特
に
重
大
で
あ
り
、
ま
た

は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処

し
、
不
法
に
募
集
し
た
資
金
の
金
額
の
二
〇
％
以
上
一
倍
以
下
の
罰
金
を
併

科
す
る
。

　
〔
新
設
〕

③　

単
位
が
前
二
項
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
不
法
に
募
集
し
た
資
金

の
金
額
の
二
〇
％
以
上
一
倍
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
直
接
的

に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
処
罰
す
る
。

②　

単
位
が
前
項
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て

そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
五

年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。

九

【
重
要
情
報
反
則
開
示
・
不
開
示
罪
】

第
一
六
一
条
①　

法
に
よ
り
情
報
開
示
義
務
を
負
う
会
社
・
企
業
が
株
主
お
よ

び
社
会
の
公
衆
に
虚
偽
の
、
も
し
く
は
重
要
な
事
実
を
隠
匿
し
た
財
務
会
計

報
告
を
提
供
し
、
ま
た
は
法
に
よ
り
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
の
他
の

重
要
な
情
報
に
つ
い
て
規
定
に
よ
る
開
示
を
せ
ず
、
株
主
も
し
く
は
そ
の
他

の
者
の
利
益
を
著
し
く
損
な
い
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
と
き

　
〔
同
上
〕

第
一
六
一
条　

法
に
よ
り
情
報
開
示
義
務
を
負
う
会
社
・
企
業
が
株
主
お
よ
び

社
会
の
公
衆
に
虚
偽
の
、
も
し
く
は
重
要
な
事
実
を
隠
匿
し
た
財
務
会
計
報

告
を
提
供
し
、
ま
た
は
法
に
よ
り
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
の
他
の
重

要
な
情
報
に
つ
い
て
規
定
に
よ
る
開
示
を
せ
ず
、
株
主
も
し
く
は
そ
の
他
の

者
の
利
益
を
著
し
く
損
な
い
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
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翻　　　訳

は
、
そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者

を
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た

は
単
科
す
る
。
情
状
が
特
に
重
い
と
き
は
、
五
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期

懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

は
、
そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者

を
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
二
万
元
以
上
二
〇
万
元

以
下
の
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。

　
〔
新
設
〕

　
〔
新
設
〕

②　

前
項
に
規
定
す
る
会
社
・
企
業
の
支
配
株
主
・
実
質
的
支
配
者
が
前
項
の

行
為
を
実
行
し
、
も
し
く
は
組
織
し
・
指
示
し
て
実
行
さ
せ
た
と
き
、
ま
た

は
関
係
事
項
を
隠
匿
し
た
こ
と
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
状
況
の
発
生
を
招

い
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

③　

前
項
の
罪
を
犯
し
た
支
配
株
主
・
実
質
的
支
配
者
が
単
位
で
あ
る
と
き

は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負
う
主
管
者

お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

〔
二
〇
〇
六
年
・
改
正
法
（
六
）
に
よ
り
本
条
改
正
〕

一
〇

【
非
国
家
職
員
収
賄
罪
】

第
一
六
三
条
①　

会
社
、
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
単
位
の
職
員
が
、
職
務
上
の

便
宜
を
利
用
し
、
他
人
に
財
物
を
要
求
し
、
ま
た
は
他
人
の
財
物
を
不
法
に

収
受
し
、
他
人
の
た
め
に
利
益
を
図
り
、
数
額
が
比
較
的
大
き
い
と
き
は
、

三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
数
額
が

巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
一

〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大
で

あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
一
〇
年
以
上
の

有
期
懲
役
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
一
六
三
条
①　

会
社
、
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
単
位
の
職
員
が
職
務
上
の
便

宜
を
利
用
し
、
他
人
に
財
物
を
要
求
し
、
ま
た
は
他
人
の
財
物
を
不
法
に
収

受
し
、
他
人
の
た
め
に
利
益
を
図
り
、
数
額
が
比
較
的
大
き
い
と
き
は
、
五

年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。
数
額
が
巨
大
で
あ
る
と
き

は
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
財
産
没
収
を
併
科
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

〔
二
・
三
項
は
対
象
外
〕

〔
二
〇
〇
六
年
・
改
正
法
（
六
）
に
よ
り
本
条
改
正
〕

一
一

【
融
資
・
手
形
引
受
・
金
融
証
票
騙
取
罪
】

第
一
七
五
条
の
一
①　

欺
く
手
段
に
よ
り
銀
行
ま
た
は
そ
の
他
の
金
融
機
関
か

ら
融
資
・
手
形
引
受
け
・
信
用
状
・
保
証
状
等
を
取
得
し
、
銀
行
ま
た
は
そ

の
他
の
金
融
機
関
に
重
大
な
損
失
を
惹
起
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲

役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
銀
行
ま
た

は
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
特
に
重
大
な
損
失
を
惹
起
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の

特
に
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、

　
〔
同
上
〕

第
一
七
五
条
の
一
①　

欺
く
手
段
に
よ
り
銀
行
ま
た
は
そ
の
他
の
金
融
機
関
か

ら
融
資
・
手
形
引
受
け
・
信
用
状
・
保
証
状
等
を
取
得
し
、
銀
行
ま
た
は
そ

の
他
の
金
融
機
関
に
重
大
な
損
失
を
惹
起
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状

が
あ
る
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科

し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
銀
行
ま
た
は
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
特
に
重
大
な

損
失
を
惹
起
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
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罰
金
を
併
科
す
る
。

〔
二
項
は
対
象
外
〕

上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

〔
二
〇
〇
六
年
・
改
正
法
（
六
）
に
よ
り
本
条
追
加
〕

一
二

【
公
衆
預
金
不
法
受
入
罪
】

第
一
七
六
条
①　

公
衆
の
預
金
を
不
法
に
受
け
入
れ
、
ま
た
は
公
衆
の
預
金
を

形
を
変
え
て
受
け
入
れ
、
金
融
秩
序
を
壊
乱
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期

懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
数
額
が

巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
一

〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大
で

あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
一
〇
年
以
上
の

有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
一
七
六
条
①　

公
衆
の
預
金
を
不
法
に
受
け
入
れ
、
ま
た
は
公
衆
の
預
金
を

形
を
変
え
て
受
け
入
れ
、
金
融
秩
序
を
壊
乱
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期

懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
二
万
元
以
上
二
〇
万
元
以
下
の
罰
金
を
併
科

し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
数
額
が
巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情

状
が
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
五
万
元

以
上
五
〇
万
元
以
下
の
罰
金
を
併
科
す
る
。

②
〔
同
上
〕

　
〔
新
設
〕

②　

単
位
が
前
項
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て

そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
前

項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

③　

前
二
項
の
行
為
が
あ
り
、
公
訴
提
起
前
に
積
極
的
に
贓
物
返
還
・
価
額
賠

償
を
し
、
損
害
結
果
の
発
生
を
減
少
さ
せ
た
と
き
は
、
処
罰
を
よ
り
軽
く

し
、
ま
た
は
減
軽
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
三

【
証
券
・
先
物
市
場
操
縦
罪
】

第
一
八
二
条
①　

次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
証
券
・
先
物
市
場

を
操
縦
し
、
証
券
・
先
物
取
引
価
格
ま
た
は
証
券
・
先
物
取
引
高
に
影
響
を

及
ぼ
し
、
情
状
が
重
い
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処

し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
情
状
が
特
に
重
い
者
は
、
五
年

以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
一
八
二
条
①　

次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
証
券
・
先
物
市
場

を
操
縦
し
、
情
状
が
重
い
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処

し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
情
状
が
特
に
重
い
者
は
、
五
年

以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

（
一
）
単
独
で
ま
た
は
共
謀
し
、
資
金
の
優
位
性
・
持
株
も
し
く
は
建
玉
の

優
位
性
を
集
中
さ
せ
、
ま
た
は
情
報
の
優
位
性
を
利
用
し
て
連
合
し
、
ま

た
は
連
続
し
て
売
買
し
た
と
き
。

（
一
）
単
独
で
ま
た
は
共
謀
し
、
資
金
の
優
位
性
・
持
株
も
し
く
は
建
玉
の

優
位
性
を
集
中
さ
せ
、
ま
た
は
情
報
の
優
位
性
を
利
用
し
て
連
合
し
、
ま

た
は
連
続
し
て
売
買
し
、
証
券
・
先
物
取
引
価
格
ま
た
は
証
券
・
先
物
取

引
高
を
操
縦
し
た
と
き
。

（
二
）
他
人
と
通
謀
し
、
事
前
に
約
定
し
た
時
間
、
価
格
お
よ
び
方
式
に
よ

り
相
互
に
証
券
・
先
物
取
引
を
し
た
と
き
。

（
二
）
他
人
と
通
謀
し
、
事
前
に
約
定
し
た
時
間
、
価
格
お
よ
び
方
式
に
よ

り
相
互
に
証
券
・
先
物
取
引
を
行
い
、
証
券
・
先
物
取
引
価
格
ま
た
は
証

券
・
先
物
取
引
高
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
き
。
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翻　　　訳

（
三
）
自
己
が
実
質
的
に
支
配
す
る
口
座
の
間
で
証
券
取
引
を
行
い
、
ま
た

は
自
己
を
取
引
対
象
と
し
て
、
先
物
契
約
を
自
己
で
売
買
し
た
と
き
。

 

（
四
）
取
引
成
立
を
目
的
と
せ
ず
、
頻
繁
に
ま
た
は
大
量
に
証
券
・
先
物
契

約
の
買
い
・
売
り
注
文
を
す
る
と
共
に
注
文
を
取
り
消
し
た
と
き
。

 
（
五
）
虚
偽
ま
た
は
不
確
定
の
重
大
情
報
を
利
用
し
、
投
資
者
を
誘
導
し
て

証
券
・
先
物
取
引
を
行
わ
せ
た
と
き
。

 

（
六
）
証
券
・
証
券
発
行
者
・
先
物
取
引
の
目
的
に
つ
い
て
公
開
で
評
価
、

予
測
ま
た
は
投
資
提
案
を
し
、
同
時
に
逆
行
す
る
証
券
取
引
ま
た
は
関
係

先
物
取
引
を
し
た
と
き
。

（
七
）
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
証
券
・
先
物
市
場
を
操
縦
し
た
と
き
。

〔
二
項
は
対
象
外
〕

（
三
）
自
己
が
実
質
的
に
支
配
す
る
口
座
の
間
で
証
券
取
引
を
行
い
、
ま
た

は
自
己
を
取
引
対
象
と
し
て
、
先
物
契
約
を
自
己
で
売
買
し
、
証
券
・
先

物
取
引
価
格
ま
た
は
証
券
・
先
物
取
引
高
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

　
〔
新
設
〕

　
〔
新
設
〕

（
四
）
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
証
券
・
先
物
市
場
を
操
縦
し
た
と
き
。

〔
一
九
九
九
年
・
改
正
法
、
二
〇
〇
六
年
・
改
正
法
（
六
）
に
よ
り
本
条
改
正
〕

一
四

【
資
金
洗
浄
罪
】

第
一
九
一
条
①　

薬
物
犯
罪
・
黒
社
会
性
質
の
組
織
犯
罪
・
テ
ロ
活
動
犯
罪
・

密
輸
犯
罪
・
公
務
上
領
得
賄
賂
犯
罪
・
金
融
管
理
秩
序
破
壊
犯
罪
・
金
融
詐

欺
犯
罪
の
所
得
お
よ
び
そ
れ
が
生
み
出
し
た
収
益
の
出
所
お
よ
び
性
質
を
仮

装
し
・
隠
匿
す
る
た
め
に
、
次
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
が
あ
っ
た
者

は
、
以
上
の
犯
罪
を
実
行
し
た
こ
と
に
よ
る
所
得
お
よ
び
そ
れ
が
生
み
出
し

た
収
益
を
没
収
し
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を

併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
情
状
が
重
い
と
き
は
、
五
年
以
上
一
〇
年
以

下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
一
九
一
条
①　

薬
物
犯
罪
・
黒
社
会
性
質
の
組
織
犯
罪
・
テ
ロ
活
動
犯
罪
・

密
輸
犯
罪
・
公
務
上
領
得
賄
賂
犯
罪
・
金
融
管
理
秩
序
破
壊
犯
罪
・
金
融
詐

欺
犯
罪
の
所
得
お
よ
び
そ
れ
が
生
み
出
し
た
収
益
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
、
そ
の
出
所
お
よ
び
性
質
を
仮
装
し
・
隠
匿
す
る
た
め
に
、
次
に
掲
げ
る

行
為
の
い
ず
れ
か
が
あ
っ
た
者
は
、
以
上
の
犯
罪
を
実
行
し
た
こ
と
に
よ
る

所
得
お
よ
び
そ
れ
が
生
み
出
し
た
収
益
を
没
収
し
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役

ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
資
金
洗
浄
の
数
額
の
五
％
以
上
二
〇
％
以
下
の
罰
金

を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
情
状
が
重
い
と
き
は
、
五
年
以
上
一
〇
年

以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
資
金
洗
浄
の
数
額
の
五
％
以
上
二
〇
％
以
下
の

罰
金
を
併
科
す
る
。

（
一
）
資
金
口
座
を
提
供
す
る
こ
と
。

（
一
）〔
同
上
〕

（
二
）
財
産
を
現
金
・
金
融
手
形
・
有
価
証
券
に
転
換
す
る
こ
と
。

（
二
）
財
産
を
現
金
・
金
融
手
形
・
有
価
証
券
に
転
換
す
る
こ
と
に
協
力
す

る
こ
と
。

（
三
）
振
替
ま
た
は
そ
の
他
の
支
払
決
済
方
式
を
通
じ
て
資
金
を
移
転
す
る

こ
と
。

（
三
）
振
替
ま
た
は
そ
の
他
の
決
済
方
式
を
通
じ
て
資
金
の
移
転
に
協
力
す

る
こ
と
。

（
四
）
越
境
し
て
資
産
を
移
転
す
る
こ
と
。

（
四
）
資
金
の
域
外
送
金
に
協
力
す
る
こ
と
。

（
五
）
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
犯
罪
所
得
お
よ
び
そ
の
収
益
の
出
所
お
よ
び

（
五
）〔
同
上
〕
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中華人民共和国刑法改正法（一一）　

　
　

性
質
を
仮
装
し
・
隠
匿
す
る
こ
と
。

②　

単
位
が
前
項
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て

そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
前

項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

②　

単
位
が
前
項
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て

そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
五

年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。
情
状
が
重
い
と
き
は
、
五
年

以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

〔
二
〇
〇
一
年
・
改
正
法
（
三
）
に
よ
り
本
条
改
正
、
二
〇
〇
六
年
・
改
正
法

（
六
）
に
よ
り
一
項
改
正
〕

一
五

【
資
金
収
集
詐
欺
罪
】

第
一
九
二
条
①　

不
法
占
有
を
目
的
と
し
て
、
詐
欺
の
方
法
を
用
い
て
不
法
に

資
金
を
収
集
し
、
数
額
が
比
較
的
大
き
い
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有

期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
数
額
が
巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の

他
の
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
七
年
以
上
の
有
期
懲
役
ま
た
は
無
期
懲
役
に

処
し
、
罰
金
ま
た
は
財
産
没
収
を
併
科
す
る
。

②　

単
位
が
前
項
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て

そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
前

項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
一
九
二
条　

不
法
占
有
を
目
的
と
し
て
、
詐
欺
の
方
法
を
用
い
て
不
法
に
資

金
を
収
集
し
、
数
額
が
比
較
的
大
き
い
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た

は
拘
役
に
処
し
、
二
万
元
以
上
二
〇
万
元
以
下
の
罰
金
を
併
科
す
る
。
数
額

が
巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
五
年
以
上
一

〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
五
万
元
以
上
五
〇
万
元
以
下
の
罰
金
を
併

科
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が

あ
る
者
は
、
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲
役
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
し
、
五
万
元

以
上
五
〇
万
元
以
下
の
罰
金
ま
た
は
財
産
没
収
を
併
科
す
る
。

　
〔
新
設
〕

一
六

第
二
〇
〇
条　

単
位
が
本
節
第
一
九
四
条
・
第
一
九
五
条
に
規
定
す
る
罪
を
犯

し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
直
接
的
に
責
任
を
負

う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た

は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
額
が
巨
大
で
あ

り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
五
年
以
上
一
〇
年
以
下

の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大
で
あ
り
、
ま

た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲
役

ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

第
二
〇
〇
条　

単
位
が
本
節
第
一
九
二
条
・
第
一
九
四
条
・
第
一
九
五
条
に
規

定
す
る
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
直
接

的
に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
五
年
以
下
の

有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
額

が
巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
五
年
以
上

一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大

で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
一
〇
年
以
上

の
有
期
懲
役
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

〔
二
〇
一
一
年
・
改
正
法
（
八
）
に
よ
り
本
条
改
正
〕
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翻　　　訳

一
七

【
登
録
商
標
模
倣
罪
】

第
二
一
三
条　

登
録
商
標
所
有
者
の
許
可
を
経
ず
に
、
同
一
種
類
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
そ
の
登
録
商
標
と
同
様
の
商
標
を
使
用
し
、
情
状
が
重
い
者

は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す

る
。
情
状
が
特
に
重
い
者
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処

し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
二
一
三
条　

登
録
商
標
所
有
者
の
許
可
を
経
ず
に
、
同
一
種
類
の
商
品
に
そ

の
登
録
商
標
と
同
様
の
商
標
を
使
用
し
、
情
状
が
重
い
者
は
、
三
年
以
下
の

有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
情

状
が
特
に
重
い
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を

併
科
す
る
。

一
八

【
登
録
商
標
模
倣
商
品
販
売
罪
】

第
二
一
四
条　

登
録
商
標
を
模
倣
し
た
商
品
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
販
売

し
、
違
法
所
得
の
数
額
が
比
較
的
大
き
く
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が

あ
る
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単

科
す
る
。
違
法
所
得
の
数
額
が
巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い

情
状
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を

併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
二
一
四
条　

登
録
商
標
を
模
倣
し
た
商
品
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
販
売

し
、
販
売
金
額
の
数
額
が
比
較
的
大
き
い
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま

た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
販
売
金
額
の
数

額
が
巨
大
で
あ
る
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金

を
併
科
す
る
。

一
九

【
登
録
商
標
標
章
不
法
製
造
・
不
法
製
造
登
録
商
標
標
章
販
売
罪
】

第
二
一
五
条　

他
人
の
登
録
商
標
標
章
を
偽
造
し
・
無
断
で
製
造
し
、
ま
た
は

偽
造
し
・
無
断
で
製
造
し
た
登
録
商
標
標
章
を
販
売
し
、
情
状
が
重
い
者

は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す

る
。
情
状
が
特
に
重
い
者
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処

し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
二
一
五
条　

他
人
の
登
録
商
標
標
章
を
偽
造
し
・
無
断
で
製
造
し
、
ま
た
は

偽
造
し
・
無
断
で
製
造
し
た
登
録
商
標
標
章
を
販
売
し
、
情
状
が
重
い
者

は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管
制
に
処
し
、
罰
金
を
併
科

し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
情
状
が
特
に
重
い
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の

有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

二
〇

【
著
作
権
侵
害
罪
】

第
二
一
七
条　

営
利
を
目
的
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
著
作
権
ま
た
は
著
作
隣
接

権
を
侵
害
す
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
違
法
所
得
の
数
額
が
比
較
的
大

き
く
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役

に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
違
法
所
得
の
数
額
が
巨
大

で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
上
一
〇

年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

（
一
）
著
作
権
者
の
許
可
を
経
ず
に
、
そ
の
文
字
作
品
・
音
楽
・
美
術
・
視

聴
覚
作
品
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
法
律
・
行
政
法
規
に

規
定
す
る
そ
の
他
の
作
品
を
複
製
発
行
し
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
公
衆
に
伝
播
さ
せ
る
こ
と
。

　
〔
同
上
〕

第
二
一
七
条　

営
利
を
目
的
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
著
作
権
を
侵
害
す
る
事
由

の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
違
法
所
得
の
数
額
が
比
較
的
大
き
く
、
ま
た
は
そ
の

他
の
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処

し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
違
法
所
得
の
数
額
が
巨
大
で
あ

り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下

の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

（
一
）
著
作
権
者
の
許
可
を
経
ず
に
、
そ
の
文
字
作
品
・
音
楽
・
映
画
・
テ

レ
ビ
・
録
画
作
品
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
そ
の
他
の
作

品
を
複
製
発
行
す
る
こ
と
。
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（
二
）
他
人
が
専
有
出
版
権
を
有
す
る
図
書
を
出
版
す
る
こ
と
。

（
三
）
録
音
録
画
製
作
者
の
許
可
を
経
ず
に
、
そ
の
製
作
し
た
録
音
録
画
を

複
製
発
行
し
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
公
衆
に
伝
播
さ
せ
る
こ
と
。

 
（
四
）
実
演
者
の
許
可
を
経
ず
に
、
そ
の
実
演
を
記
録
し
た
録
音
録
画
製
品

を
複
製
発
行
し
、
ま
た
は
そ
の
実
演
を
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
公

衆
に
伝
播
さ
せ
る
こ
と
。

（
五
）
他
人
の
署
名
を
模
倣
し
た
美
術
作
品
を
製
作
し
・
売
り
渡
す
こ
と
。

 

（
六
）
著
作
権
者
ま
た
は
著
作
隣
接
権
者
の
許
可
を
経
ず
に
、
権
利
者
が
そ

の
作
品
・
録
音
録
画
製
品
等
の
た
め
に
講
じ
た
著
作
権
ま
た
は
著
作
隣
接

権
を
保
護
す
る
技
術
的
措
置
を
故
意
に
回
避
し
、
ま
た
は
破
壊
す
る
こ

と
。

（
二
）〔
同
上
〕

（
三
）
録
音
録
画
製
作
者
の
許
可
を
経
ず
に
、
そ
の
製
作
し
た
録
音
録
画
を

複
製
発
行
す
る
こ
と
。

　
〔
新
設
〕

（
四
）
他
人
の
署
名
を
模
倣
し
た
美
術
作
品
を
製
作
し
・
売
り
渡
す
こ
と
。

　
〔
新
設
〕

二
一

【
権
利
侵
害
製
品
販
売
罪
】

第
二
一
八
条　

営
利
を
目
的
と
し
て
、
本
法
第
二
一
七
条
に
規
定
す
る
権
利
侵

害
複
製
品
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
販
売
し
、
違
法
所
得
の
数
額
が
巨
大

で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲

役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
二
一
八
条　

営
利
を
目
的
と
し
て
、
本
法
第
二
一
七
条
に
規
定
す
る
権
利
侵

害
複
製
品
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
販
売
し
、
違
法
所
得
の
数
額
が
巨
大

で
あ
る
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科

し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。

二
二

【
営
業
秘
密
侵
害
罪
】

第
二
一
九
条
①　

次
に
掲
げ
る
営
業
秘
密
侵
害
行
為
の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
情

状
が
重
い
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た

は
単
科
す
る
。
情
状
が
特
に
重
い
者
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲

役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
二
一
九
条
①　

次
に
掲
げ
る
営
業
秘
密
侵
害
行
為
の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
営

業
秘
密
の
権
利
者
に
重
大
な
損
失
を
惹
起
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲

役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
特
に
重
大

な
結
果
を
惹
起
し
た
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰

金
を
併
科
す
る
。

（
一
）
窃
盗
、
賄
賂
、
偽
り
、
脅
迫
、
電
子
的
侵
入
ま
た
は
そ
の
他
の
不
当

な
手
段
に
よ
り
権
利
者
の
営
業
秘
密
を
取
得
す
る
こ
と
。

（
一
）
窃
盗
、
利
益
に
よ
る
誘
惑
、
脅
迫
ま
た
は
そ
の
他
の
不
当
な
手
段
に

よ
り
権
利
者
の
営
業
秘
密
を
取
得
す
る
こ
と
。

（
二
）
前
号
の
手
段
に
よ
り
取
得
し
た
権
利
者
の
営
業
秘
密
を
開
示
し
、
使

用
し
、
ま
た
は
他
人
に
使
用
を
許
す
こ
と
。

（
二
）〔
同
上
〕

（
三
）
秘
密
保
持
義
務
に
違
反
し
、
ま
た
は
権
利
者
の
営
業
秘
密
保
持
に
関

す
る
要
求
に
反
し
、
そ
の
知
り
得
た
営
業
秘
密
を
開
示
し
、
使
用
し
、
ま

た
は
他
人
に
使
用
を
許
す
こ
と
。

（
三
）
約
定
に
違
反
し
、
ま
た
は
権
利
者
の
営
業
秘
密
保
持
に
関
す
る
要
求

に
反
し
、
そ
の
知
り
得
た
営
業
秘
密
を
開
示
し
、
使
用
し
、
ま
た
は
他
人

に
使
用
を
許
す
こ
と
。
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②　

前
項
に
掲
げ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
当
該
営
業
秘
密
を
取

得
し
、
開
示
し
、
使
用
し
、
ま
た
は
他
人
に
使
用
を
許
し
た
と
き
は
、
営
業

秘
密
侵
害
と
し
て
論
じ
る
。

　
〔
削
除
〕

③　

本
条
に
い
う
権
利
者
と
は
、
営
業
秘
密
の
所
有
者
お
よ
び
営
業
秘
密
の
所

有
者
の
許
可
を
経
た
営
業
秘
密
使
用
者
を
指
す
。

②　

前
項
に
掲
げ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
り
な

が
ら
、
他
人
の
営
業
秘
密
を
取
得
し
、
使
用
し
、
ま
た
は
開
示
し
た
と
き

は
、
営
業
秘
密
侵
害
と
し
て
論
じ
る
。

③　

本
条
に
い
う
営
業
秘
密
と
は
、
公
衆
が
知
悉
せ
ず
、
権
利
者
に
経
済
的
利

益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
、
実
用
性
が
あ
り
、
か
つ
、
権
利
者
が
秘
密
保

持
措
置
を
講
じ
た
技
術
情
報
お
よ
び
経
営
情
報
を
指
す
。

④
〔
同
上
〕

二
三

 

【
域
外
の
た
め
の
営
業
秘
密
窃
取
・
探
知
・
買
受
・
不
法
提
供
罪
】

第
二
一
九
条
の
一　

域
外
の
機
構
・
組
織
・
人
員
の
た
め
に
営
業
秘
密
を
窃
取

し
・
探
知
し
・
買
い
受
け
・
不
法
に
提
供
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲

役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
情
状
が
重
い
と
き
は
、

五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
新
設
〕

二
四

第
二
二
〇
条
　
単
位
が
本
節
第
二
一
三
条
か
ら
第
二
一
九
条
の
一
ま
で
に
規
定

す
る
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
直
接
的

に
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
本
節
各
本
条
の

規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

第
二
二
〇
条　

単
位
が
本
節
第
二
一
三
条
か
ら
第
二
一
九
条
ま
で
に
規
定
す
る

罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
単
位
を
罰
金
に
処
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
直
接
的
に
責

任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
を
、
本
節
各
本
条
の
規
定

に
よ
り
処
罰
す
る
。

二
五

【
①
②
虚
偽
証
明
文
書
提
供
罪
、
③
重
大
不
実
記
載
証
明
文
書
発
行
罪
】

第
二
二
九
条
①　

資
産
評
価
・
出
資
検
証
・
認
証
・
会
計
・
会
計
監
査
・
法
的

サ
ー
ビ
ス
・
保
証
推
薦
・
安
全
評
価
・
環
境
影
響
評
価
・
環
境
監
視
等
の
職

責
を
担
う
仲
介
組
織
の
人
員
が
故
意
に
虚
偽
の
証
明
文
書
を
提
供
し
、
情
状

が
重
い
と
き
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併

科
す
る
。
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
と
き
は
、
五
年
以
上
一
〇

年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
二
二
九
条
①　

資
産
評
価
・
出
資
検
証
・
認
証
・
会
計
・
会
計
監
査
・
法
的

サ
ー
ビ
ス
等
の
職
責
を
担
う
仲
介
組
織
の
人
員
が
故
意
に
虚
偽
の
証
明
文
書

を
提
供
し
、
情
状
が
重
い
と
き
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に

処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

 

（
一
）
証
券
発
行
に
関
す
る
虚
偽
の
資
産
評
価
・
会
計
・
会
計
監
査
・
法
的

サ
ー
ビ
ス
・
保
証
推
薦
等
の
証
明
文
書
を
提
供
し
、
情
状
が
特
に
重
い
と

き
。

　
〔
新
設
〕
 

（
二
）
重
大
な
資
産
取
引
に
関
す
る
虚
偽
の
資
産
評
価
・
会
計
・
会
計
監
査

等
の
証
明
文
書
を
提
供
し
、
情
状
が
特
に
重
い
と
き
。

　
〔
新
設
〕
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（
三
）
公
共
の
安
全
に
関
わ
る
重
大
工
事
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
虚
偽

の
安
全
評
価
・
環
境
影
響
評
価
等
の
証
明
文
書
を
提
供
し
、
よ
っ
て
公
共

財
産
・
国
家
お
よ
び
人
民
の
利
益
に
特
に
重
大
な
損
失
を
被
ら
せ
た
と

き
。

　
〔
新
設
〕

②　

前
項
の
行
為
が
あ
り
、
同
時
に
他
人
に
財
物
を
要
求
し
、
ま
た
は
他
人
の

財
物
を
不
法
に
収
受
し
て
犯
罪
を
構
成
す
る
と
き
は
、
処
罰
が
よ
り
重
い
規

定
に
よ
り
罪
責
を
認
定
し
て
処
罰
す
る
。

②　

前
項
に
規
定
す
る
人
員
が
、
他
人
に
財
物
を
要
求
し
、
ま
た
は
他
人
の
財

物
を
不
法
に
収
受
し
、
前
項
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
五
年
以
上
一
〇
年
以

下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

③　

第
一
項
に
規
定
す
る
人
員
が
、
著
し
く
無
責
任
で
あ
り
、
発
行
し
た
証
明

文
書
に
重
大
な
不
実
の
記
載
が
あ
り
、
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
た
と
き
は
、

三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単

科
す
る
。

③
〔
同
上
〕

二
六

【
強
姦
罪
】

第
二
三
六
条
①　

暴
力
、
脅
迫
ま
た
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
女
子
を
強
姦
し

た
者
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
二
三
六
条
①
〔
同
上
〕

②　

一
四
歳
未
満
の
少
女
を
姦
淫
し
た
者
は
、
強
姦
と
し
て
論
じ
、
よ
り
重
く

処
罰
す
る
。

②
〔
同
上
〕

③　

女
子
を
強
姦
し
・
少
女
を
姦
淫
し
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ

る
者
は
、
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲
役
、
無
期
懲
役
ま
た
は
死
刑
に
処
す
る
。

③
〔
同
上
〕

（
一
）
女
子
を
強
姦
し
・
少
女
を
姦
淫
し
て
情
状
が
悪
質
で
あ
る
と
き
。

（
一
）〔
同
上
〕

（
二
）
女
子
を
強
姦
し
・
少
女
を
姦
淫
し
て
多
数
人
に
上
る
と
き
。

（
二
）〔
同
上
〕

（
三
）
公
共
の
場
で
公
衆
の
面
前
で
女
子
を
強
姦
し
・
少
女
を
姦
淫
し
た
と

き
。

（
三
）
公
共
の
場
で
公
衆
の
面
前
で
女
子
を
強
姦
し
た
と
き
。

（
四
）
二
人
以
上
で
輪
姦
し
た
と
き
。

（
四
）〔
同
上
〕

 

（
五
）
一
〇
歳
未
満
の
少
女
を
姦
淫
し
、
ま
た
は
少
女
に
傷
害
を
惹
起
し
た

と
き
。

　
〔
新
設
〕

（
六
）
被
害
者
を
重
傷
・
死
に
至
ら
せ
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
大
な
結
果
を

惹
起
し
た
と
き
。

（
五
）〔
同
上
〕

（阪大法学）71（1-317）　317 〔2021. 5 〕



翻　　　訳

二
七

 

【
ケ
ア
職
責
人
員
性
的
侵
害
罪
】

第
二
三
六
条
の
一
①　

満
一
四
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
未
成
年
女
性
に
つ
い
て

監
護
・
養
子
縁
組
・
世
話
・
教
育
・
医
療
等
の
特
殊
な
職
責
を
負
う
人
員

が
、
当
該
未
成
年
女
性
と
性
的
関
係
を
も
っ
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
有
期

懲
役
に
処
す
る
。
情
状
が
悪
質
で
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の

有
期
懲
役
に
処
す
る
。

　
〔
新
設
〕

②　

前
項
の
行
為
が
あ
り
、
同
時
に
本
法
第
二
三
六
条
に
規
定
す
る
罪
を
も
構

成
す
る
と
き
は
、
処
罰
が
よ
り
重
い
規
定
に
よ
り
罪
責
を
認
定
し
て
処
罰
す

る
。

二
八

【
③
児
童
わ
い
せ
つ
罪
】

　
〔
同
上
〕

第
二
三
七
条
③　

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に

よ
っ
て
よ
り
重
く
処
罰
す
る
。

　
〔
新
設
〕

　
〔
新
設
〕

　
〔
新
設
〕

　
〔
新
設
〕

（
二
〇
一
五
年
・
改
正
法
（
九
）
に
よ
り
本
条
改
正
）

第
二
三
七
条
③　

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期

懲
役
に
処
す
る
。
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
と
き
は
、
五
年
以

上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

 

（
一
）
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
て
多
数
人
ま
た
は
多
数
回
に
上
る
と

き
。

 

（
二
）
多
衆
を
集
合
さ
せ
て
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
と
き
、
ま
た

は
公
共
の
場
で
公
衆
の
面
前
で
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
、
情
状
が

悪
質
で
あ
る
と
き
。

 

（
三
）
児
童
に
傷
害
ま
た
は
そ
の
他
の
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
た
と
き
。

 

（
四
）
わ
い
せ
つ
の
手
段
が
悪
質
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
悪
質
な
情
状

が
あ
る
と
き
。

〔
一
・
二
項
は
対
象
外
〕

二
九

【
①
職
務
上
領
得
罪
】

第
二
七
一
条
①　

会
社
、
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
単
位
の
職
員
が
、
職
務
上
の

便
宜
を
利
用
し
、
当
該
単
位
の
財
物
を
不
法
に
自
己
の
も
の
と
し
、
数
額
が

比
較
的
大
き
い
と
き
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰

金
を
併
科
す
る
。
数
額
が
巨
大
で
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の

有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大
で
あ
る
と
き

は
、
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲
役
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す

る
。

〔
二
項
は
対
象
外
〕

　
〔
同
上
〕

第
二
七
一
条
①　

会
社
、
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
単
位
の
人
員
が
、
職
務
上
の

便
宜
を
利
用
し
、
当
該
単
位
の
財
物
を
不
法
に
自
己
の
も
の
と
し
、
数
額
が

比
較
的
大
き
い
と
き
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。

数
額
が
巨
大
で
あ
る
と
き
は
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
財
産
没
収

を
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三
〇

【
①
資
金
流
用
罪
】

第
二
七
二
条
①　

会
社
、
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
単
位
の
職
員
が
、
職
務
上
の

便
宜
を
利
用
し
、
当
該
単
位
の
資
金
を
流
用
し
て
個
人
的
使
用
に
帰
し
、
も

し
く
は
他
人
に
貸
し
出
し
、
数
額
が
比
較
的
大
き
く
・
三
ヶ
月
を
超
え
て
も

返
し
て
い
な
い
と
き
、
も
し
く
は
三
ヶ
月
を
超
え
て
い
な
い
が
、
数
額
が
比

較
的
大
き
く
・
営
利
活
動
を
行
っ
た
と
き
、
ま
た
は
不
法
な
活
動
を
行
っ
た

と
き
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。
当
該
単
位
の
資

金
を
流
用
し
て
数
額
が
巨
大
で
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期

懲
役
に
処
す
る
。
数
額
が
特
に
巨
大
で
あ
る
と
き
は
、
七
年
以
上
の
有
期
懲

役
に
処
す
る
。

②　

国
有
会
社
・
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
国
有
単
位
に
お
い
て
公
務
に
従
事
す

る
人
員
な
ら
び
に
国
有
会
社
・
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
国
有
単
位
か
ら
非
国

有
の
会
社
、
企
業
お
よ
び
そ
の
他
の
単
位
に
派
遣
さ
れ
て
公
務
に
従
事
す
る

人
員
に
前
項
の
行
為
が
あ
っ
た
と
き
は
、
本
法
第
三
八
四
条
の
規
定
に
よ
り

罪
責
を
認
定
し
て
処
罰
す
る
。

③　

第
一
項
の
行
為
が
あ
り
、
公
訴
提
起
前
に
流
用
し
た
資
金
を
返
還
し
た
と

き
は
、
処
罰
を
よ
り
軽
く
し
、
ま
た
は
減
軽
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う

ち
、
犯
罪
が
比
較
的
軽
微
な
と
き
は
、
処
罰
を
減
軽
し
、
ま
た
は
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
〔
同
上
〕

第
二
七
二
条
①　

会
社
、
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
単
位
の
職
員
が
、
職
務
上
の

便
宜
を
利
用
し
、
当
該
単
位
の
資
金
を
流
用
し
て
個
人
的
使
用
に
帰
し
、
も

し
く
は
他
人
に
貸
し
出
し
、
数
額
が
比
較
的
大
き
く
・
三
ヶ
月
を
超
え
て
も

返
し
て
い
な
い
と
き
、
も
し
く
は
三
ヶ
月
を
超
え
て
い
な
い
が
、
数
額
が
比

較
的
大
き
く
・
営
利
活
動
を
行
っ
た
と
き
、
ま
た
は
不
法
な
活
動
を
行
っ
た

と
き
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。
当
該
単
位
の
資

金
を
流
用
し
て
数
額
が
巨
大
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は
数
額
が
比
較
的
大
き
く

返
還
し
な
い
と
き
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

②
〔
同
上
〕

　
〔
新
設
〕

三
一

【
⑤
警
察
官
襲
撃
罪
】

第
二
七
七
条
⑤　

現
に
法
に
よ
り
職
務
を
執
行
し
て
い
る
人
民
警
察
官
を
暴
力

で
襲
撃
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管
制
に
処
す

る
。
銃
器
・
管
制
刀
具
を
使
用
し
、
ま
た
は
自
動
車
を
運
転
し
て
追
突
す
る

等
の
手
段
に
よ
り
、
そ
の
人
身
の
安
全
に
重
大
な
危
険
を
及
ぼ
し
た
と
き

は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

【
公
務
妨
害
罪
】

第
二
七
七
条
⑤　

現
に
法
に
よ
り
職
務
を
執
行
し
て
い
る
人
民
警
察
官
を
暴
力

で
襲
撃
し
た
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
よ
り
重
く
処
罰
す
る
。

〔
一
～
四
項
は
対
象
外
〕

〔
二
〇
一
五
年
・
改
正
法
（
九
）
に
よ
り
五
項
追
加
〕

 

【
詐
称
乗
っ
取
り
罪
】

第
二
八
〇
条
の
二
①　

他
人
の
身
分
を
盗
用
し
・
冒
用
し
、
他
人
の
取
得
し
た

高
等
学
歴
教
育
入
学
資
格
・
公
務
員
任
用
資
格
・
就
職
斡
旋
待
遇
を
乗
っ
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翻　　　訳

三
二

取
っ
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管
制
に
処
し
、
罰
金

を
併
科
す
る
。

②　

他
人
を
組
織
し
・
他
人
に
指
示
し
て
前
項
の
行
為
を
実
行
さ
せ
た
者
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
よ
り
重
く
処
罰
す
る
。

　
〔
新
設
〕

③　

国
家
職
員
に
前
二
項
の
行
為
が
あ
り
、
そ
の
他
の
犯
罪
を
も
構
成
す
る
と

き
は
、
数
罪
併
合
処
罰
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

三
三

 

【
高
所
物
品
投
捨
罪
】

第
二
九
一
条
の
二
①　

建
築
物
ま
た
は
そ
の
他
の
高
所
か
ら
物
品
を
投
げ
捨

て
、
情
状
が
重
い
者
は
、
一
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管
制
に
処

し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。

②　

前
項
の
行
為
が
あ
り
、
同
時
に
そ
の
他
の
犯
罪
を
構
成
す
る
と
き
は
、
処

罰
が
よ
り
重
い
規
定
に
よ
り
罪
責
を
認
定
し
て
処
罰
す
る
。

　
〔
新
設
〕

三
四

 

【
不
法
債
務
取
立
罪
】

第
二
九
三
条
の
一　

次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
高
利
貸
し
等
に

よ
り
生
じ
た
不
法
な
債
務
を
取
り
立
て
、
情
状
が
重
い
者
は
、
三
年
以
下
の

有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管
制
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す

る
。

 

（
一
）
暴
力
・
脅
迫
の
方
法
を
用
い
た
と
き
。

 

（
二
）
他
人
の
人
身
の
自
由
を
制
限
し
、
ま
た
は
他
人
の
住
宅
に
侵
入
し
た

と
き
。

 

（
三
）
他
人
に
脅
し
・
つ
き
ま
と
い
・
嫌
が
ら
せ
を
し
た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

三
五

 

【
英
雄
烈
士
名
誉
・
栄
誉
侵
害
罪
】

第
二
九
九
条
の
一　

侮
辱
し
、
誹
謗
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
式
に
よ
り
英
雄

烈
士
の
名
誉
・
栄
誉
を
侵
害
し
、
社
会
公
共
の
利
益
を
損
な
い
、
情
状
が
重

い
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
、
管
制
ま
た
は
政
治
的
権
利
の
剥

奪
に
処
す
る
。

　
〔
新
設
〕

【
①
賭
博
罪
、
②
賭
博
場
開
張
罪
、
③
国
（
域
）
外
賭
博
参
加
組
織
罪
】

第
三
〇
三
条
①　

営
利
を
目
的
と
し
て
、
多
衆
を
集
合
さ
せ
て
賭
博
を
行
い
、

ま
た
は
賭
博
を
業
と
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管

【
①
賭
博
罪
、
②
賭
博
場
開
張
罪
】

第
三
〇
三
条
①
〔
同
上
〕
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三
六

制
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

②　

賭
博
場
を
開
張
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管
制

に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
情
状
が
重
い
と
き
は
、
五
年
以
上
一
〇
年
以

下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

②　

賭
博
場
を
開
張
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役
ま
た
は
管
制

に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
情
状
が
重
い
と
き
は
、
三
年
以
上
一
〇
年
以

下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

③　

中
華
人
民
共
和
国
国
民
を
組
織
し
て
国
（
域
）
外
の
賭
博
に
参
加
さ
せ
、

数
額
が
巨
大
で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状
が
あ
る
者
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

　
〔
新
設
〕

〔
二
〇
〇
六
年
・
改
正
法
（
六
）
に
よ
り
本
条
改
正
〕

三
七

【
感
染
症
防
止
妨
害
罪
】

第
三
三
〇
条
①　

感
染
症
防
止
法
の
規
定
に
違
反
し
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い

ず
れ
か
が
あ
り
、
甲
類
感
染
症
お
よ
び
法
に
よ
り
甲
類
感
染
症
の
予
防
・
対

策
措
置
を
講
じ
る
と
確
定
し
た
感
染
症
の
伝
播
を
引
き
起
こ
し
、
ま
た
は
伝

播
の
重
大
な
危
険
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処

す
る
。
結
果
が
特
に
重
大
で
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲

役
に
処
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
三
三
〇
条
①　

感
染
症
防
止
法
の
規
定
に
違
反
し
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い

ず
れ
か
が
あ
り
、
甲
類
感
染
症
の
伝
播
を
引
き
起
こ
し
、
ま
た
は
伝
播
の
重

大
な
危
険
が
あ
る
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。

結
果
が
特
に
重
大
で
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処

す
る
。

（
一
）
給
水
単
位
の
供
給
す
る
飲
用
水
が
国
の
規
定
す
る
衛
生
基
準
に
合
致

し
な
い
と
き
。

（
一
）〔
同
上
〕

（
二
）
疾
病
予
防
対
策
機
構
が
提
示
し
た
衛
生
上
の
要
求
に
よ
り
、
感
染
症

病
原
体
に
汚
染
さ
れ
た
汚
水
、
汚
物
、
場
所
お
よ
び
物
品
を
消
毒
処
理
す

る
こ
と
を
拒
絶
し
た
と
き
。

（
二
）
衛
生
防
疫
機
構
が
提
示
し
た
衛
生
上
の
要
求
に
よ
り
、
感
染
症
病
原

体
に
汚
染
さ
れ
た
汚
水
・
汚
物
・
糞
便
を
消
毒
処
理
す
る
こ
と
を
拒
絶
し

た
と
き
。

（
三
）
感
染
症
患
者
、
病
原
体
保
有
者
お
よ
び
感
染
症
疑
い
患
者
が
国
務
院

衛
生
行
政
部
門
の
従
事
を
禁
止
す
る
と
規
定
す
る
当
該
感
染
症
の
拡
散
を

容
易
に
も
た
ら
す
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
許
可
し
、
ま
た
は
放
任
し
た

と
き
。

（
三
）〔
同
上
〕

 

（
四
）
感
染
地
区
に
お
い
て
感
染
症
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
、
ま
た
は
感
染
症

病
原
体
に
汚
染
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
物
品
を
売
り
渡
し
・
運
搬
す
る
に

当
た
っ
て
、
消
毒
処
理
を
し
な
か
っ
た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

（
五
）
県
ク
ラ
ス
以
上
人
民
政
府
・
疾
病
予
防
対
策
機
構
が
感
染
症
防
止
法

に
よ
り
提
示
し
た
予
防
・
対
策
措
置
の
執
行
を
拒
絶
し
た
と
き
。

（
四
）
衛
生
防
疫
機
構
が
感
染
症
防
止
法
に
よ
り
提
示
し
た
予
防
・
対
策
措

置
の
執
行
を
拒
絶
し
た
と
き
。

〔
二
・
三
項
は
対
象
外
〕
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三
八

 

【
人
類
遺
伝
資
源
不
法
採
集
・
人
類
遺
伝
資
源
材
料
密
輸
罪
】

第
三
三
四
条
の
一　

国
の
関
係
規
定
に
違
反
し
、
わ
が
国
の
人
類
遺
伝
資
源
を

不
法
に
採
集
し
、
ま
た
は
わ
が
国
の
人
類
遺
伝
資
源
材
料
を
不
法
に
運
送

し
・
郵
送
し
・
携
帯
し
て
出
域
さ
せ
、
公
衆
の
健
康
ま
た
は
社
会
公
共
の
利

益
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
情
状
が
重
い
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
役

ま
た
は
管
制
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
情
状
が
特
に

重
い
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す

る
。

　
〔
新
設
〕

三
九

 

【
ゲ
ノ
ム
編
集
・
ク
ロ
ー
ン
胚
不
法
移
植
罪
】

第
三
三
六
条
の
一　

ゲ
ノ
ム
編
集
・
ク
ロ
ー
ン
の
ヒ
ト
胚
を
人
体
も
し
く
は
動

物
の
体
に
移
植
し
、
ま
た
は
ゲ
ノ
ム
編
集
・
ク
ロ
ー
ン
の
動
物
胚
を
人
体
に

移
植
し
、
情
状
が
重
い
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処

し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。
情
状
が
特
に
重
い
者
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の

有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
新
設
〕

四
〇

【
環
境
汚
染
罪
】

第
三
三
八
条
①　

国
の
規
定
に
違
反
し
、
放
射
性
を
有
す
る
廃
棄
物
、
感
染
症

病
原
体
を
含
む
廃
棄
物
、
有
毒
物
質
ま
た
は
そ
の
他
の
有
害
物
質
を
排
出

し
、
捨
て
、
ま
た
は
処
理
し
、
環
境
を
著
し
く
汚
染
し
た
者
は
、
三
年
以
下

の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。

情
状
が
重
い
と
き
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を

併
科
す
る
。
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
と
き
は
、
七
年
以
上
の

有
期
懲
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

　
〔
同
上
〕

第
三
三
八
条　

国
の
規
定
に
違
反
し
、
放
射
性
を
有
す
る
廃
棄
物
、
感
染
症
病

原
体
を
含
む
廃
棄
物
、
有
毒
物
質
ま
た
は
そ
の
他
の
有
害
物
質
を
排
出
し
、

捨
て
、
ま
た
は
処
理
し
、
環
境
を
著
し
く
汚
染
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
有

期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。
結
果

が
特
に
重
大
で
あ
る
と
き
は
、
三
年
以
上
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、

罰
金
を
併
科
す
る
。

 

（
一
）
飲
用
水
の
水
源
保
護
区
・
自
然
保
護
地
の
核
心
的
保
護
区
等
の
法
に

よ
り
確
定
し
た
重
点
保
護
区
域
に
お
い
て
放
射
性
を
有
す
る
廃
棄
物
・
感

染
症
病
原
体
を
含
む
廃
棄
物
・
有
毒
物
質
を
排
出
し
・
捨
て
・
処
理
し
、

情
状
が
特
に
重
い
と
き
。

　
〔
新
設
〕

 

（
二
）
国
の
確
定
し
た
重
要
河
川
・
湖
沼
水
域
に
放
射
性
を
有
す
る
廃
棄

物
・
感
染
症
病
原
体
を
含
む
廃
棄
物
・
有
毒
物
質
を
排
出
し
・
捨
て
・
処

　
〔
新
設
〕
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理
し
、
情
状
が
特
に
重
い
と
き
。

 

（
三
）
大
量
の
恒
久
的
基
本
農
田
の
基
本
的
機
能
を
喪
失
さ
せ
、
ま
た
は
恒

久
的
破
壊
を
被
ら
せ
た
と
き
。

 

（
四
）
多
数
人
を
重
傷
・
重
大
疾
病
に
至
ら
せ
、
ま
た
は
人
を
重
大
な
障

害
・
死
亡
に
至
ら
せ
た
と
き
。

②　

前
項
の
行
為
が
あ
り
、
同
時
に
そ
の
他
の
犯
罪
を
構
成
す
る
と
き
は
、
処

罰
が
よ
り
重
い
規
定
に
よ
り
罪
責
を
認
定
し
て
処
罰
す
る
。

　
〔
新
設
〕

　
〔
新
設
〕

　
〔
新
設
〕

〔
二
〇
一
一
年
・
改
正
法
（
八
）
に
よ
り
本
条
改
正
〕

四
一

 

【
③
陸
生
野
生
動
物
不
法
捕
獲
・
買
入
・
運
搬
・
売
渡
罪
】

第
三
四
一
条
③　

野
生
動
物
保
護
管
理
法
規
に
違
反
し
、
食
用
を
目
的
と
し
て

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
の
野
外
の
環
境
で
自
然
に
生
長
繁
殖
し
た

陸
生
野
生
動
物
を
不
法
に
捕
獲
し
・
買
い
入
れ
・
運
搬
し
・
売
り
渡
し
、
情

状
が
重
い
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
罰
す
る
。

〔
一
・
二
項
は
対
象
外
〕

　
〔
新
設
〕

　
〔
二
〇
〇
一
年
・
改
正
法
（
二
）
に
よ
り
本
条
改
正
〕

四
二

 

【
自
然
保
護
地
破
壊
罪
】

第
三
四
二
条
の
一
①　

自
然
保
護
地
管
理
法
規
に
違
反
し
、
国
家
公
園
・
国
家

ク
ラ
ス
自
然
保
護
区
で
開
墾
・
開
発
活
動
を
行
い
、
ま
た
は
建
築
物
を
建
築

し
、
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
悪
質
な
情
状
が
あ
る
者

は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た

は
単
科
す
る
。

②　

前
項
の
行
為
が
あ
り
、
同
時
に
そ
の
他
の
犯
罪
を
構
成
す
る
と
き
は
、
処

罰
が
よ
り
重
い
規
定
に
よ
り
罪
責
を
認
定
し
て
処
罰
す
る
。

　
〔
新
設
〕

四
三

 

【
侵
略
的
外
来
種
不
法
持
込
・
解
放
・
遺
棄
罪
】

第
三
四
四
条
の
一　

国
の
規
定
に
違
反
し
、
侵
略
的
外
来
種
を
不
法
に
持
ち
込

み
、
解
き
放
ち
、
ま
た
は
遺
棄
し
、
情
状
が
重
い
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期

懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
し
、
ま
た
は
単
科
す
る
。

　
〔
新
設
〕

四
四

 

【
興
奮
剤
管
理
妨
害
罪
】

第
三
五
五
条
の
一
①　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
勧
誘
し
・
教
唆
し
・
欺
い
て
興
奮
剤

を
使
用
さ
せ
て
重
要
な
国
内
・
国
際
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
に
参
加
さ
せ
、
ま
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た
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
上
述
の
競
技
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら

そ
の
者
に
興
奮
剤
を
提
供
し
、
情
状
が
重
い
者
は
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役

ま
た
は
拘
役
に
処
し
、
罰
金
を
併
科
す
る
。

②　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
組
織
し
・
こ
れ
に
強
要
し
て
興
奮
剤
を
使
用
さ
せ
て
重

要
な
国
内
・
国
際
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
に
参
加
さ
せ
た
者
は
、
前
項
の
規
定

に
よ
っ
て
よ
り
重
く
処
罰
す
る
。

　
〔
新
設
〕

四
五

【
食
品
・
薬
品
監
督
管
理
涜
職
罪
】

第
四
〇
八
条
の
一
①　

食
品
薬
品
の
安
全
の
監
督
管
理
職
責
を
負
う
国
家
機
関

職
員
が
、
職
権
を
濫
用
し
、
ま
た
は
職
務
を
懈
怠
し
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の

い
ず
れ
か
が
あ
り
、
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
い
情
状

が
あ
る
と
き
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。
特
に
重

大
な
結
果
を
惹
起
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
に
重
い
情
状
が
あ
る
と
き
は
、

五
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

【
食
品
監
督
管
理
涜
職
罪
】

第
四
〇
八
条
の
一
①　

食
品
の
安
全
の
監
督
管
理
職
責
を
負
う
国
家
機
関
職
員

が
、
職
権
を
濫
用
し
、
ま
た
は
職
務
を
懈
怠
し
、
重
大
な
食
品
安
全
事
故
の

発
生
を
招
き
、
ま
た
は
そ
の
他
の
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
た
と
き
は
、
五
年

以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。
特
に
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
た

と
き
は
、
五
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

 

（
一
）
食
品
安
全
事
故
・
薬
品
安
全
事
件
を
隠
し
て
報
告
せ
ず
・
虚
偽
の
報

告
を
し
た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

 

（
二
）
発
見
し
た
重
大
な
食
品
薬
品
安
全
違
法
行
為
に
つ
い
て
規
定
に
よ
る

調
査
処
理
を
し
な
か
っ
た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

 

（
三
）
薬
品
お
よ
び
特
殊
食
品
の
審
査
承
認
・
審
査
評
価
の
過
程
に
お
い

て
、
要
件
に
該
当
し
な
い
申
請
を
許
可
し
た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

 

（
四
）
法
に
よ
り
司
法
機
関
に
移
送
し
て
刑
事
責
任
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
移
送
し
な
か
っ
た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

 

（
五
）
職
権
を
濫
用
し
、
ま
た
は
職
務
を
懈
怠
す
る
そ
の
他
の
行
為
が
あ
っ

た
と
き
。

　
〔
新
設
〕

〔
二
項
は
対
象
外
〕

〔
二
〇
一
一
年
・
改
正
法
（
八
）
に
よ
り
本
条
追
加
〕

四
六

【
②
域
外
の
た
め
の
軍
事
秘
密
窃
取
・
探
知
・
買
受
・
不
法
提
供
罪
】

第
四
三
一
条
①
〔
対
象
外
〕

②　

域
外
の
機
構
・
組
織
・
人
員
の
た
め
に
軍
事
秘
密
を
窃
取
し
・
探
知
し
・

買
い
受
け
・
不
法
に
提
供
し
た
者
は
、
五
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役

に
処
す
る
。
情
状
が
重
い
と
き
は
、
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲
役
、
無
期
懲
役

　
〔
同
上
〕

第
四
三
一
条
①
〔
対
象
外
〕

②　

域
外
の
機
構
・
組
織
・
人
員
の
た
め
に
軍
事
秘
密
を
窃
取
し
・
探
知
し
・

買
い
受
け
・
不
法
に
提
供
し
た
者
は
、
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲
役
、
無
期
懲

役
ま
た
は
死
刑
に
処
す
る
。
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ま
た
は
死
刑
に
処
す
る
。

四
七

第
四
五
〇
条　

本
章
は
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
現
役
将
校
、
文
職
幹
部
、
士
卒

お
よ
び
軍
籍
を
有
す
る
学
員
な
ら
び
に
中
国
人
民
武
装
警
察
部
隊
の
現
役
将

校
、
文
職
幹
部
、
士
卒
お
よ
び
軍
籍
を
有
す
る
学
員
、
な
ら
び
に
文
職
人

員
、
軍
事
任
務
を
執
行
す
る
予
備
役
人
員
お
よ
び
そ
の
他
の
人
員
に
適
用
す

る
。

第
四
五
〇
条　

本
章
は
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
現
役
将
校
、
文
職
幹
部
、
士
卒

お
よ
び
軍
籍
を
有
す
る
学
員
な
ら
び
に
中
国
人
民
武
装
警
察
部
隊
の
現
役
将

校
、
文
職
幹
部
、
士
卒
お
よ
び
軍
籍
を
有
す
る
学
員
、
な
ら
び
に
軍
事
任
務

を
執
行
す
る
予
備
役
人
員
お
よ
び
そ
の
他
の
人
員
に
適
用
す
る
。

　

※
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費18K

01214

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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